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センター長 深田航志

３世代の ”メディア生活比較調査“ から見えてきた

『はじまっているメディア生活のパラダイムシフト』

テレビスクリーンで視聴しているのは地上波番組、それともネット動画？
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自己紹介

株式会社インテージ

メディアと生活研究センター センター長

深田 航志

- 1998年～2017年 株式会社ビデオリサーチ

調査部門・人事部配属後、(地方)メディア営業

ネット視聴率のデータ運用・管理、モバイル視聴率の開発・企画・PRを担当

シングルソースパネルの営業企画、テレビ局のキャッチアップなどを担当

- 2018年～ 株式会社インテージ

事業開発本部でメディアデータの商品企画・プロモートに従事
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あじぇんだ

【１】 スマートテレビの普及状況・スマートテレビで視聴されているもの

【２】 3世代研究調査概要と結果について

【３】 α・Ｚ世代のテレビの見方

【４】 α世代のクラスター分析 結果
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Google画像検索「リビングレイアウト」の検索結果 18→10



スマートテレビの普及・利用動向

データソース：インテージ MediaGaugeTV を用いて集計
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スマートテレビのリモコンにある各種アプリボタン

最近普及が著しいスマートテレビ機器について 特徴：アプリ利用ボタン

外部端末接続の機器

(ストリーミングデバイス)



6

スマートテレビの普及状況

最新の2022年調査によると、日本全国での個人ベース普及状況は39%台まで上昇

個人ベース 世帯ベース
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スマートテレビの普及状況

スマテレユーザーはシニア層から若年層にも浸透中
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テレビ上での動画コンテンツの平均視聴時間

外部端子経由での動画視聴をプラスするとスマテレユーザーの視聴時間は非ユーザーの約４倍
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スマートテレビでのアプリ利用実態
その他：録画視聴やゲーム機，ストリーミングデバイス等
配 信：YouTubeやNetflix等のアプリ
放 送：地上波,BS,CSのリアルタイム視聴

データソース：MediaGaugeTV
※21年1-3月期以前と以後で分析対象機種の範囲が異なる

23%

放送

配信

その他

53%

コロナ禍
◆ スマートテレビにおける1日の平均視聴時間

など
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スマートテレビでのアプリ利用実態

◆毎分接触率推移

配信＋外部入力接触率

放送接触率（リアルタイム）

データソース：MediaGaugeTV（2022年４月4日～10日）

平日 休日
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３世代研究調査概要とその結果について

調査実施の背景

最近の急激な社会変化(コロナ禍・情報化・持続可能性社会など) により、若い世代の意識・行動が多
様で複雑化したことから、生活者のライフスタイルや価値観を把握・理解が年々難しくなっています。

若い世代を中心とした理解を求める顧客ニーズが増えており、企業とのマーケティング活動と生活者理
解を担うインテージは、若い世代を中心とした世代間の違いの理解を深めることを目的とした研究を開
始しました。

ビジネス的観点からも「消費行動」の価値観の違いを明らかにする。また消費行動と関係性が高いとさ
れているされている「ライフスタイル」「情報接触」の違いも明らかにすることを目的としています。
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3世代研究調査の全体イメージ
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概要

定性調査 定量調査

小規模調査 定性調査 定量

サンプル数 30s 24s 5400s

検証内容 調査手法の妥当性
仮説の洗い出し

仮説の検証
世代間比較

世代効果の抽出
消費者行動モデルの検証

アウトプットイメージ
データ収集状況

運用課題の洗い出し
個票分析

定量調査のモデルの検証
コホート分析結果

世代ごとの消費者行動モデル

実施時期 2021/12 2022/3 2022/1

今回の調査フローでは、定性調査(2パターン)→定量調査(1回)を実施しました。
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３世代定義

出所：McCrindle, Mark; Wolfinger, Emily (2009). The ABC of XYZ: Understanding the Global Generations (1st ed.). 

Australia. p. 199–212. ISBN 9781742230351. See excerpt "Why we named them Gen Alpha"

1980年 1990年 2000年 2010年 2020年

ミレニアル世代

Z世代

アルファ世代

1997年

2030年以降に成人

2017年以降に成人

X世代

1972年(50歳)～1979年(42歳)：X世代

1980年(41歳)～1996年(25歳)：ミレニアル世代
1997年(24歳)～2009年(12歳)： Z世代（中学生から24歳までをZ世代とする）

2009年(12歳)～2016年( 6歳)：アルファ世代（小学生をアルファ世代とする）

＜世代の定義＞

13
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本日の内容

本日は、情報接触にフィーチャーして、結果についてご紹介していきます。

消費行動

ライフスタイル・価値観

情報接触 アルファ世代 Z世代 ミレニアル世代

14
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すぺしゃるさんくす

15

インテージR&DセンターＺ世代研究分科会・アカデミック分科会

大野さん・三橋さん・星さん・中島さん・小林さん・穴澤さん・尾城さん

インテージ CBD本部 事業デザイン部

田中さん

インテージ 事業開発本部 テレビ事業開発部

坂爪さん



16

デバイス・動画・SNSの世代間比較 結果

＜世代の定義＞

1972年(50歳)～1979年(42歳)：X世代
1980年(41歳)～1996年(25歳)：ミレニアル世代
1997年(24歳)～2009年(12歳)：Z世代（中学生から24歳までをZ世代とする）

2009年(12歳)～2016年( 6歳)：アルファ世代（小学生をアルファ世代とする）

3世代比較調査より
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デバイス・動画・SNS の世代間比較 サマリー

17

マルチデバイス使いのアルファ世代
マルチデバイス×多種多様なコンテンツ世代

他世代スマホ×多種多様コンテンツから
マルチデバイスに対応コンテンツの推進が
求められる時代にシフトすると推察できる。

利用率
世代間トップ

約50%

TVで無料動画視聴 ME

ME

ME
ME

ME

約50%

複数アカウント保有

十人百色のZ世代
SNSの複数の自分を持つ世代

複数保有しており、インスタでは約６割が投
稿者であるため、複数の自分（アイデンティ
ティ）を持ち、自らの意思で発信できている
と推察できる。

多種多様な無料動画に魅力を感じる

アルファ・Z世代

視聴ジャンル
ゲーム実況
アニメ
実験系

視聴ジャンル
バラエティ
アニメ

ゲーム実況

テレビ番組よりも無料動画のほうが全体的
な印象が高かったアルファ・Z世代にとって
配信場所に限らず魅力的であることが推察
できる。
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(再掲) 視聴動画ジャンル（無料動画）

18

アルファ世代

情報の信頼のみテレビのほうが印象が良い

Z世代

テレビのほうが疲れると感じる

ミレニアル世代

テレビが生活の一部であると感じる

X世代

テレビが生活の一部で自分に合っていると感じる

テレビ番組と無料動画の印象の割合の差分

-20%

-15%

-10%

-5%

0%

5%

10%

15%

20%

アルファ Z ミレニアル X

T
V
番
組

高
得
点

無
料
動
画

高
得
点
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アルファ・Ｚ世代 の テレビの見方

＜世代の定義＞

1972年(50歳)～1979年(42歳)：X世代
1980年(41歳)～1996年(25歳)：ミレニアル世代
1997年(24歳)～2009年(12歳)：Z世代（中学生から24歳までをZ世代とする）

2009年(12歳)～2016年( 6歳)：アルファ世代（小学生をアルファ世代とする）

3世代比較調査より
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観察調査デバイスの使用実態について (インテージテクノスフィアのLabel Note を使用して分析)

20

分析手法：２台のカメラで、とある日リビングの様子を撮影した。撮影後、動画を見ることで仮説の洗い出しが可能。
対象者やデバイスにアノテーションを行うことで、客観的な分析も可能。
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①デバイス化するテレビの実態

21

①夕食前に番組表一通りチェック
その後、Amazon primeを立ち上げアニメを再生し
てから席につく。主導権はZ世代。

②アニメを見終えるとテレビに切り替えるが、すぐに
録画番組から選択する。主導権はZ世代
夕食を済ませたアルファ世代は、漫画を読む。

アルファ世代は読書

テレビ操作の主導権はZ世代

テレビ操作の主導権はZ世代
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② BGM化するテレビの実態

22

テレビはつけているが、ゲームをするアルファ世代、
スマートフォン操作をするZ世代。

テレビをつけながら、
スマートフォン操作約10分の後、読書5分するZ世代

テレビをつけながら、
ゲームを約1時間するアルファ世代

テレビをつけながら、
ゲームをするアルファ世代

テレビをつけながら、
絵を描くZ世代

別日も同じく、テレビはつけているが、ゲームをする
アルファ世代、絵を描くZ世代。
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（おまけ）テレビCMについて

23

✓ 通説通り、テレビをしっかり見ているアルファ／Z世代は少ない

✓ テレビCMに対しては良いイメージも悪いイメージもない。なぜならCM中は休憩時間なので、スマホを操作したりと別の
事をしているから

✓ 対してYouTubeのCMはスキップできることを知っているから、できるならばスキップしたい。
しかしYouTuberや実況者の収益になることも知っているので、応援的な気持ちで見なくてはという気持ちもあるようだ

✓ 一方でテレビCMと違いYouTubeCMは自分で選んだ、視聴したいコンテンツなので、より嫌悪感を感じるとの発言も

＝＝CM
CM
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アルファ世代のクラスター分析より

＜世代の定義＞

1972年(50歳)～1979年(42歳)：X世代
1980年(41歳)～1996年(25歳)：ミレニアル世代
1997年(24歳)～2009年(12歳)：Z世代（中学生から24歳までをZ世代とする）

2009年(12歳)～2016年( 6歳)：アルファ世代（小学生をアルファ世代とする）

3世代比較調査より
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アルファ世代の情報接触方法でのクラスター分析結果サマリー
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テレビ番組派

テレビで動画派

スマホ・タブレットで動画派

動画をあまり見ない派

テレビ利用率ほぼ100%のクラスター。
流行に敏感だけど、生活重視なお買い物タ
イプの消費傾向。
テレビ・スマホ・タブレット・PCどれでも
視聴するジャンルは、バラエティ、ドラマ、
アニメと変わらない。TV番組は楽しい、暇
つぶしになる、信頼できると感じている。

主にテレビは利用しない（持っていない可能性あ
り）クラスター。
衝動的で贅沢志向なお買い物タイプ
の消費傾向。
スマホ・タブレット・PCでゲーム実況、アニメ、実
験系など複数ジャンルを視聴。
無料動画は楽しい、暇つぶしになると感じている。

マルチデバイスを利用するクラスター。
自分の好きなこと(趣味)を買う堅実的な買い
物タイプの消費傾向。
ほぼテレビ番組は視聴せず、テレビでアニ
メ、ゲーム実況、バラエティ番組を視聴。
無料動画は楽しい、暇つぶしになる、その
他印象良いと感じている。

デバイスは利用できるが動画の視聴が少ないクラ
スター。
消費傾向は未知。
テレビ番組では、バラエティとアニメ。スマホ・
タブレット・PCでアニメ、ゲーム実況を視聴。
無料動画は楽しいと感じるがテレビ番組との差は
小さい。

約45% 約23%

約11% 約21%
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アルファ世代のクラスタ分析からの考察

①動画（テレビ番組、ネット動画問わず）視聴が主流に

ー動画 (テレビ番組、ネット動画に限らない) の見方でクラスターに分けられるくらい、アルファ世代は動画視聴が盛んであると
考えられる

ーデバイスの違いはあるが、テレビ番組でもネット動画でも共通コンテンツを視聴している傾向があった。
つまり、既存価値観（テレビで地上波を見るなど）にとらわれない、コンテンツ重視世代の可能性がある

②消費行動も動画視聴に関連した特徴が現れた（因果関係の特定できないが・）

ーテレビ動画派は、マルチデバイスを利用できるため、見たい動画は自分で選択できるので、TV番組はほとんど見ず、
無料動画でアニメ・ゲーム実況・バラエティ番組をテレビを使って主に見たいコンテンツを見る特徴があり、自分の
好きなコトやモノを理解できている可能性がある。そのため、消費行動タイプとしても衝動買いをする人は少なく、
推しているもの、我慢してたものを買うと回答した人が多かった。
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